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3)当院における乳癌超音波検査について

武田 敬子 (漂誠 若豊第二)

謎蛋聖筈嘉 諸 警 鵠 ( 同 外紺

石原 法子 ( 同 病理)

済生会新潟第二病院において 1993年 1月かL､･-1996年

5月の間に手術された乳癌59例中,超昏波所見の検討可

能な症例は46例であった.

46例の病埋組織診断は非浸潤癌4凧 初期浸潤癌3例,

浸潤癌39例,摘出標本上t･T)瞳壕最大径は0.6---llcm (辛

均 3.7cm)であった.

術前超音波診断は,乳癌40例.乳管内膜壕3例,乳癌

疑い21礼 良性睡壕1例であった.超音波検査上腫壕最

大径過小評価は9例で,6例は非浸潤癌又は非浸潤性部

分の多いものであった.非浸潤性部分の超音波対象とし

乳腺エコ-の乱れが認められた.

4)HelicalCT による乳癌診断
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邦夫 (新潟大学放射線科)

育- (警撃錆 巌 セ当
番彦 ( 同 外科)

( 同 病理)

[目的]へり力′LCT (HCT)を用いて乳房温存療法

で問題となる乳管内進展 (Ds)と多発の検出能につい

て検討 した.[､方法~｣造影剤 90mlを 1.5mト秒で授与

した場合の至適スキャン開始時間を乳癌12症例で検討 し

た.その結果をもとに造影剤注入開始後70秒にX線ビー

ム幅 3… ,pitch-1で腰痛と乳頭を含める範囲を HCT

にて撮像 した.対象は95年6月から12月までに病理学的

確定診断のついた浸潤性乳管癌84例である.[結果]DS

and..:I()r多発の sensitivity76.396/,specificity89.19･｡,

accuracy83.39,6㌧ [結論]1.HCriこよる Ds と多発

の検出は可能であり有用.2.三次元画像は術著の病変

把握と患者への説明に有用と思われる.

5)乳癌の微小進展巣検出におけるヘ リカル

CT の有用性

牧野 春彦 ･佐野 宗明
佐 木々幕英 ･田中 乙雄
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土星 嘉昭 筒井 光贋 (警撃舘 がんセソ)

植松 孝悦 ･椎名 真 ( 同 放射線科)

本間 慶-一･根本 啓一- ( 同 病理)

乳癌に対する乳房温存療法 (BCT)の適応を決定す

る際には,広範な乳管内進展 (Ds)を伴う症例を術前

の乳管内進展に■対する診断特性および乳唐温存療法の適

応決定における有用性を検討 した.[対象 ･方法]1.環

発乳癌症例67例を対象として乳管内進展に対するてンモ

グラ7(--(MMG)と CT の Ds に対する診断特性

を検討した.2.触診.MMG にて BCT の適応と思わ

れた29症例に CT を施行 し,寝癖外微少進展巣の有無

を検討した.[結果]1.Dsに対するsensiti＼ityは hn4G

た.specificityは MMG959/o(41.∴:43).CT810,/O'(35･

43)であ-'た.2.29例の最終的な術式は lumpectomy

14f札 quadrantectomylO例であったが.CT所見によ

り乳房切除術iこ術式変更した症例が5例あった.5例の

睦癖外進展様式は Ds4例,広範なりソバ管浸襲1例

であった.

61血性乳頭異常分泌を呈 した4症例の検討

一診断 ･治療 および病理について-

綿 警妄 :開
講田 哲也･LIJ崎

隆二

昭喜 漕 賢赤十字病院)

広田 雅行 ( 同 小児外科)

血性乳頭異常分泌を皇した4症例iこついて､診断 ･治

療および病理組織学的検討を行い.次の結果を得た.

1)分泌細胞診は頻回に行う必要があるが,分泌細胞

診のふでは癌を否定できない.

2)乳管造影は.乳管内の病巣の存在診断に有用であ

ら.

3)病巣が疑われる場合は積極的に生検 (乳管区分切

除術,乳管腺葉切除術)を行い,病理組織学的検索で確

認することが大切である.

射 血性乳頭異常分泌症例4例のうち,2例をこ癌が認

められた.


